青南病院　　平成　　年　　月　　日


就業規則変更事項


変更前





【就業規則】





第一章　総則


（管理者の定義）


第四条　　　この規則で、管理・監督の地位にある者とは、次に掲げる者をいいます。


　　　　　　１）　病院長および病院長の業務代行を行う副病院長


統括執行責任者


部門執行管理者


グループマネージャー





（所属長の定義）


第五条　　　この規則で所属長とは前条の1・2・3項の地位にある者をいいます。








第二章　人事


（定年退職）


第十九条　三、病院は、労使協定の定めるところにより、定年退職する者のうち、引き続き、勤務を希望する者であって、次の全ての基準に該当する者を再雇用します。





過去３年間の出勤率が９０％以上であること


過去３年間に無断欠勤していないこと


過去３年間に出勤停止以上の懲戒処分を受けていないこと


過去３年間の定期健康診断の結果、就業上支障がないと認められること


人事考課がＢ（普通）以上であること


業務遂行に必要な専門知識、または国家資格を有している者


法人が引き続き勤務を認めた者





　　　四、定年退職後の再雇用に関する規程は別に定めます。








第三章　勤務


（欠勤の手続き）


第三十六条　二、　傷病による欠勤が４日以上にわたる時は、医師の診断書など証明となる書類を提出しなければなりません。





　　　　　　三、　傷病のため、引き続き３０日を越えて欠勤した時は、あらためて医師の診断書など証明となる書類を提出しなくてはなりません。














変更後





【就業規則】





第一章　総則


（管理者の定義）


第四条　　　この規則で、管理・監督の地位にある者とは、次に掲げる者をいいます。


　　　　　　１）　病院長および病院長の業務代行を行う副病院長


　　　　　　２）　課長


　　　　　　３）　各部門の主任及び副主任








（所属長の定義）


第五条　　　この規則で所属長とは前条の1・2項の地位にある者をいいます。








第二章　人事


（定年退職）


第十九条　　三、　病院は、定年の期日に達した職員が健康で働く意思と能力を有し、かつ業務上必要を認めるときは、一定期間を定めた臨時職員としてこれを再雇用することができます。



































第三章　勤務


（欠勤の手続き）


第三十六条　二、　傷病による欠勤が４日以上にわたる時は、医師の診断書を提出しなければなりません。





　　　　　　三、　傷病のため、引き続き３０日を越えて欠勤した時は、あらためて医師の診断書を提出しなくてはなりません。





















































